
令和元年度 大口台小学校 第１回学校づくり懇話会 

 令和元年６月 22 日（土） 

11:30～13:00 校長室 

参加者 

江森委員（学校づくり懇話会顧問） 石渡委員（大口七島連合町内会長） 

志村委員（大口七島連合町内会顧問） 黒川委員（大口七島地区社協） 

岡井委員（学校地域コーディネーター） 山本委員（学校地域コーディネーター）  

峯尾委員（放課後キッズクラブぱれっと代表） 飯野委員（ＰＴＡ会長）、 

田川校長 大賀副校長 

1. 学校運営方針と年間計画…学校長 

○ 週の予定 

朝会・集会を月曜日から金曜日に→週のおわりに変更し、週はじめの子どもの健康観察などを担

任がしっかり行えるようにする。 

○ 地域訪問 

家庭訪問から変更→授業時数の確保 家庭の負担減 通学路安全点検も併せて行う。 

 家庭訪問を地域訪問に変更。授業数の確保や教員の多忙化の減少を狙って 

○ 宿泊体験学習・修学旅行 

６・7 月に実施→４年生；愛川ふれあいの村 ５年生；南房総 

６年生；日光（小机駅から修学旅行専用列車） 

 宿泊体験学習は 6・7 月に集中させている。 

○ 運動会 

10 月 19 日（土）【予備日 20 日】 

○ 校内音楽会 

11 月 16 日（土）→保護者アンケートより土曜日開催の要望を受けて 

 音楽会を今年から土曜日に開催。午後にぐちっこまつりを行う。 

○ PTA ぐちっ子まつり 

校内音楽会と併催→11 月 16 日（土）午後開催 

○ 暑さ対策 

暑さ指数〈WBGT〉→プール、体育（運動場・体育館）、校外学習の実施 

 熱中症が問題となっている。暑さ指数（ＷＢＧＴ）が目安。校外学習の内容変更や体育館で



の集会やプール指導も中止になることもある。 

○ 安全・防犯・防災 

PTA スクールゾーン対策協議会；7 月 18 日（木） 

○ 学校施設 

放送室の前壁面塗装→技術員 

施設改修・改善；陥没箇所の補修、プール塗装、エレベータ設置などを要望している。 

○ アウトソーシング 

プール清掃（年 1 回） 

 プール清掃は業者委託することで職員の負担軽減を行った。 

○ 「まち」との連携 

連合町内会；地域交流まつり 盆踊り 大運動会 たちばな会 

 地域行事は職員も参加していく。参加のばらつきがないように、連合町内会のものを中心に

参加する。（地域交流まつり、盆踊りなど） 

○ 大口通商店街 

３年；お店体験 ＰＴＡ；納涼夜店 ６年；はまっこ未来カンパニー 

 まちの学習では、３年生が商店街にお世話になる。6 年生が地域企業の協進印刷と連携した

学習を行う。 

○ 教職員の配置 

職員室業務アシスタント 非常勤 学生ボランティア 保護者ボランティア 

 職員室アシスタントとして、井上さんが毎日、職員室にて働いている。職員が少ない。とて

も助かっている。 

2. 意見交換 

岡井委員 

5 月の体力テストにボランティアとして参加した。地域から 4 人、PTA から 25 人。併せて 29 人

のボランティアが集まった。 

全校遠足でもボランティアとして参加したが、1 年生を助けている 6 年生がいた。そんな姿がうれ

しい。 

志村委員 

聞く力、話す力は平均くらいのようだ。しかし読む力、書く力がやや低い。これは小学校   か

ら取り組んでいってほしい。 

コミュニケーション力が社会で生きていく上ではとても重要。グループ活動や学習をしている姿

が参観の授業の中で見られた。大口台小として取り組んでいることを感じられた。 



いじめはある。みんなで話し合って解決していく。コミュニケーション力を上げる機会となる。 

働き方改革と言われている。職員室業務アシスタントの井上さんの存在は心強い。先生方を助けて

ほしい。 

黒川委員 

町内に教員が住んでいる。忙しすぎて家族で過ごせないとぼやいている。管理職の方々にがんばっ

て大口台の職員の仕事を減らしてあげてほしい。 

授業の時間数が決められている。やりくりが大変そう。 

山本委員 

ゆとりや地域に子どもを返すために土曜日の授業がなくなった。そのころに戻すのが難しい。 

志村委員 

働き方改革は、仕事の内容を見極めることが必要。子どもに接する時間を増やせるようにしてほし

い。地域でできることは家庭で行うことは家庭に返すようにする。 

3. 終わりに 

学校運営協議会の設置について 

令和２（2020）年度４月設置予定⇒令和元（2019）年度は準備期間としたい。 

学校づくり懇話会をベースに考える。 

委員構成 15 名まで 

① 見守ってくださっている地域住民 

② 保護者代表（PTA） 

③ 学校関係者（近隣の小中学校、特別支援学校） 

④ 学識経験者（学区に住んでいない方） 

2 月の懇話会までに名簿を作成し、提案する。 


